
今週
こんしゅう

の聖書
せいしょ

研究
けんきゅう

ガイドのポイント アドベンチスト聴
ちょう

覚
かく

しょうがい者
しゃ

友
とも

の会
かい

 

 

総
そう

 題
だい

 「マルコによる福
ふく

音
いん

書
しょ
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10
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課
か

  終
お

わりの時
とき

 

亀
かめ

山
やま

 友
とも

樹
き

 

 

[暗
あん

唱
しょう

聖
せい

句
く

] 

「そのとき、大
おお

いなる力
ちから

と栄光
えいこう

とをもって、人
ひと

の子
こ

が雲
くも

に乗
の

って来
く

るのを、人々
ひとびと

は見
み

るであろう。

そのとき、彼
かれ

は御
み

使
つかい

たちをつかわして、地
ち

のはてから天
てん

のはてまで、四
し

方
ほう

からその選
せん

民
みん

を呼
よ

び集
あつ

めるであろう。」（マルコ 1
じゅう

3
さん

: 2
にじゅう

6
ろく

， 2
にじゅう

7
なな

、口
こう

語
ご

訳
やく

） 

 

１
いち

．安息
あんそく

日
にち

午後
ご ご

 

今
こん

週
しゅう

は、主
おも

にマルコ 1
じゅう

3
さん

章
しょう

から「世
よ

の終
お

わりにどのようなことが起
お

こるのか」

について学
まな

びます。 

 

２
に

．日
にち

曜
よう

日
び

：ささげられた2
に

枚
まい

の小
ちい

さな硬
こう

貨
か

 

マルコ 1
じゅう

2
に

： 4
よんじゅう

1
いち

～ 4
よんじゅう

4
よん

において、一
ひと

人
り

のやもめがレプトン銅
どう

貨
か

2
に

枚
まい

（当
とう

時
じ

の通
つう

常
じょう

の一日
いちにち

の賃金
ちんぎん

の 3
さんじゅう

2
に

分
ぶん

の 1
いち

）という少
しょう

額
がく

の献金
けんきん

をしました。彼
かの

女
じょ

は少
しょう

額
がく

でしたが持
も

っているものの中
なか

からすべてを神
かみ

様
さま

へささげたのでした。すべてを神
かみ

様
さま

にささげたやもめ

を主
しゅ

は褒
ほ

めました。神
かみ

様
さま

へのささげものは「どれだけささげたか」では

なく、「ささげた時
とき

の気
き

持
も

ち」が大
たい

切
せつ

です。 

サムエル記
き

上
じょう

1
じゅう

6
ろく

：7
なな

「人
ひと

は目
め

に映
うつ

ることを見
み

るが、主
しゅ

は心
こころ

によっ

て見
み

る。」 

 

３
さん

．月
げつ

曜
よう

日
び

：一
ひと

つの石
いし

も他
た

の石
いし

の上
うえ

に残
のこ

らない 

弟
で

子
し

たちは、マルコ 1
じゅう

4
よん

： 1
いち

において、エルサレム神
しん

殿
でん

の美
うつく

しさに夢
む

中
ちゅう

にな

り、世
よ

の生活
せいかつ

に心
こころ

を向
む

けていました。そのような中
なか

でイエスは、これから弟
で

子
し

た

ちに起
お

こる困
こん

難
なん

について警
けい

告
こく

されました。マルコ 1
じゅう

3
さん

： 8
はち

「これらは産
う

みの苦
くる

し

みの始
はじ

まりである。」とあります。しかし神
かみ

の民
たみ

はたとえどんな困
こん

難
なん

が起
お

きても、

恐
おそ

れる必要
ひつよう

はありません。なぜなら聖霊
せいれい

がその困難
こんなん

を乗
の

り越
こ

えさせてくださるから



です。 

 

４
よん

．火
か

曜
よう

日
び

：憎
にく

むべき破
は

壊
かい

者
しゃ

 

マルコ 1
じゅう

3
さん

： 1
じゅう

4
よん

では「憎
にく

むべき破
は

壊
かい

者
しゃ

」が来
き

たら「読
どく

者
しゃ

は理
り

解
かい

しなさい」

と記
しる

されています。憎
にく

むべき破
は

壊
かい

者
しゃ

は、ダニエル書
しょ

に何回
なんかい

も登
とう

場
じょう

する言
こと

葉
ば

です。

憎
にく

むべき破
は

壊
かい

者
しゃ

とは、ローマの将
しょう

軍
ぐん

ティトゥスによってエルサレムが破
は

壊
かい

され

たことを指
さ

しました。キリスト教
きょう

徒
と

はエルサレムが破
は

壊
かい

されたのを見
み

たら逃
に

げ

なさいという合
あい

図
ず

で、キリスト教
きょう

徒
と

は合
あい

図
ず

の通
とお

りにしました。 

 

５
ご

．水
すい

曜
よう

日
び

：大
おお

いなる苦
く

難
なん

 

マルコ 1
じゅう

3
さん

： 1
じゅう

9
きゅう

において、今
いま

までにないほどの苦
く

難
なん

が起
お

こるとイエスは

言
い

われました。そのような苦
く

難
なん

はダニエル書
しょ

の預
よ

言
げん

に記
しる

されているように、

1260(せんにひゃくろくじゅう)年
ねん

の間
あいだ

、神
かみ

の民
たみ

が迫
はく

害
がい

され殺
ころ

されました。しかし、

イエスはマルコ 1
じゅう

3
さん

：2
に

0
じゅう

において、神
かみ

の民
たみ

を憐
あわ

れみ、迫
はく

害
がい

を弱
よわ

め、苦
く

難
なん

の期
き

間
かん

が短
みじか

くされました。それでも、イエスは苦
く

難
なん

が続
つづ

くことを警
けい

告
こく

されました。 

 

６
ろく

．木
もく

曜
よう

日
び

：人
ひと

の子
こ

の到
とう

来
らい

 

マルコ 1
じゅう

3
さん

： 2
にじゅう

4
よん

～ 2
にじゅう

6
ろく

はイエス・キリストの栄
えい

光
こう

の再
さい

臨
りん

の様
よう

子
す

を表
あらわ

しています。新
しん

約
やく

聖
せい

書
しょ

にはこの再
さい

臨
りん

の様
よう

子
す

が多
おお

く書
か

かれてい

ます。聖
せい

書
しょ

には多
おお

くの苦
く

難
なん

が記
しる

されていますが、苦
く

難
なん

は苦
く

難
なん

で終
お

わる

ことはありません。 

ローマ 8
はち

： 1
じゅう

8
はち

「現
げん

在
ざい

の苦
くる

しみは、将
しょう

来
らい

わたしたちにあらわされ

るはずの栄
えい

光
こう

に比
くら

べると取
と

るに足
た

りないと思
おも

います。」 

 

７
なな

．金曜
きんよう

日
び

：さらなる研
けん

究
きゅう

 

「キリスト来
らい

臨
りん

の正
せい

確
かく

な時
とき

はわからないのだから、目
め

を覚
さ

ましているようにと命
めい

じられている。

…主
しゅ

の来
らい

臨
りん

を待
ま

ち望
のぞ

んでいる者
もの

たちは、何
なに

もしないでただ期
き

待
たい

して待
ま

っているのではない。キリス

トの来
らい

臨
りん

を期
き

待
たい

することによって、人々
ひとびと

は主
しゅ

を恐
おそ

れ、不
ふ

義
ぎ

に対
たい

する主
しゅ

の裁
さば

きを恐
おそ

れるのである。彼
かれ

らは主
しゅ

が差
さ

し出
だ

された憐
あわ

れみを拒
こば

む大
おお

きな罪
つみ

を自
じ

覚
かく

するのである。主
しゅ

を待
ま

ち望
のぞ

んでいる者
もの

たちは、

真
しん

理
り

に従
したが

うことによって自
みずか

らの 魂
たましい

をきよめる、彼
かれ

らは油
ゆ

断
だん

のない警
けい

戒
かい

に熱
ねっ

心
しん

な働
はたら

きを結
けつ

合
ごう

す

る。彼
かれ

らは、主
しゅ

が戸
と

口
ぐち

におられることを知
し

っているので、 魂
たましい

の救
すく

いのために天
てん

使
し

たちと協
きょう

力
りょく

し

て働
はたら

くように熱
ねつ

意
い

を呼
よ

び起
お

こされる。」（『希
き

望
ぼう

への光
ひかり

』1007（せんなな）ページ、『各
かく

時
じ

代
だい

の希
き

望
ぼう

』

第
だい

6
ろくじゅう

9
きゅう

章
しょう

） 


